
東
洋
ゴ
ム
工
業
の
創
業
後
間
も
な
い
一
九
五
〇
年
に
、

社
是
『
昨
日
よ
り
、
今
日
は
、
よ
り
良
く
、
よ
り
安
く
、

需
要
者
の
た
め
に
各
自
の
職
場
で
最
善
を
』

が
制
定
さ
れ
た
。
五
十
年
を
経
て
い
ま
な
お
、
こ
こ
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
現
在
の
当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
、

す
べ
て
が
当
て
は
ま
る
企
業
行
動
の
普
遍
的
な
原
理
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
日
本
経
済
や
当
社
事
業
規
模
の
拡
大
、
お
よ
び

経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、「
経
営
指
針
」
や
「
企
業
目

標
」、「
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
等
が
掲
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
一

九
九
五
年
に
創
業
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
見
直
し

と
整
理
を
行
な
っ
た
。

「
二
一
世
紀
に
も
社
会
に
貢
献
し
、
高
い
業
績
を
上
げ
、
構

成
員
皆
が
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
働
く
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

企
業
」
で
あ
る
た
め
に
、
東
洋
ゴ
ム
工
業
は
、
そ
し
て
従
業

員
一
人
ひ
と
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
を
問
い
直
し
、「
変
革
を
遂
げ
て
、
未
来
へ
」
と

向
か
う
私
た
ち
の
活
力
の
源
と
し
た
い
と
願
っ
て
、
下
表
の

行
動
指
針
を
策
定
し
た
。

ま
た
、
当
社
は
「
環
境
と
安
全
」
に
配
慮
し
た
商
品
開
発

を
事
業
推
進
の
テ
ー
マ
と
し
、
九
三
年
に
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
地

球
環
境
憲
章
」
を
制
定
し
て
、
企
業
活
動
を
通
じ
て
「
社
会

に
�
よ
り
よ
い
動
き
と
快
適
さ
�
を
提
供
す
る
」
こ
と
が
私

た
ち
の
仕
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

夢と顧客――を、創り続ける

Mobility & Amenity

社会によりよい動きと快適さを提供する

１．収益を伴った、責任ある事業の遂行
２．たえざる成長、市場での指導的役割、
よりよい製品とサービスの提供…

３．社会的役割と企業倫理の重視

変革を遂げて、未来へ…

１．合理性とゆとり
２．人を大切にする
３．明確なルール
４．顧客からの信頼

そのための組織運営の考え方

私たちの仕事とそのあり方

夢と顧客――を、創り続ける
一人一人の夢、顧客の夢を、仕事を通して育て

る…そのために、日々、次のように心がけて行

動しよう。

１．私たちならではの方法を考えよう。
２．速やかに実行しよう。
３．いいところを伸ばそう。
４．自由な結びつきをつくっていこう。

行動の権限は、社員に属する。

行動指針

わが社の
企業行動指針�

東洋ゴム工業株式会社

（東洋ゴム工業 経営企画部）
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